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研究成果の概要（和文）：本研究はレム睡眠中の急速眼球運動に伴う脳活動と夢内容との対応関

係を検討した。その結果、急速眼球運動の数が多いほど夢が印象的になり、運動野の賦活を反

映する脳活動は、夢の活動性・奇異性と関連することが示された。さらに、急速眼球運動数は

日中の新規運動学習課題の成績と正の相関関係を示した。この結果より、レム睡眠中の急速眼

球運動はレム睡眠中の脳活動をより活性化することで、夢の内容をよりありありと鮮明にし、

日中の新規学習課題の成績向上にも関与する可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：The present study investigated the relationship between dream 
recall and brain activities associated with rapid eye movements during REM sleep. In the 
results, the number of rapid eye movements had a positive correlation with impression 
of dream. The brain activities, which has a generator in the motor area, positively 
correlated with activity and strangeness of dream. Moreover the number of rapid eye 
movements also positively correlated with the improvement of unfamiliar motor learning 
task. These results suggested that rapid eye movements activate the brain activity that 
makes the dream more vivid and clearer, and improves the motor learning skill. 
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１．研究開始当初の背景 

夢とは睡眠中の自覚体験のうち、明瞭な感

覚性心像をもつ心理体験を示す。1953 年に

睡眠中のある時期に急速眼球運動 (Rapid 

Eye Movements)が発見されて以来、レム睡

眠(REM sleep)および急速眼球運動と夢見体
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験の科学的検討が行われるようになった 1)。 

申請者らの先行研究より、レム睡眠中には

急速眼球運動の出現に合わせて、情動と記憶、

運動感覚、そして視覚感覚に関る脳部位が賦

活することで、ありありとした鮮明な夢見体

験が出現する可能性を示した 2)- 7)。 

夢の役割については、夢は日中取り入れた

情報で必要のない情報を忘れるために見る

とする夢の忘却説、日中の学習記憶を定着さ

せるために見るとする説、日中入力された情

報を整理するために見るとする説、そして本

研究で取り上げる日中の活動の予行演習を

行う場であるとする夢のシュミレーション

仮説など様々な仮説が提唱されている。 

レム睡眠中の特殊な生理現象として、急速

眼球運動の他に抗重力筋の脱力が生じる

atonia があげられる。脳幹にあるこの atonia

中枢を破壊したネコは、レム睡眠中になると

起き上がり、捕食行動を行うという夢幻様行

動が 1979 年に Sastre&Jouvet8)によって示

されている。また、レム睡眠時行動障害の患

者はレム睡眠中に暴力行動を起こすが、ここ

にも atonia 中枢の障害が関わっていると考

えられる。ネコの捕食行動およびレム睡眠時

行動生涯患者のレム睡眠中の暴力行動は共

に、生体が適応的に生きていくうえで重要な

行動である。このことから、レム睡眠中には

日中に起こるであろう事態に備えてわれわ

れの身を守る防衛行動のリハーサルを行っ

ており、通常はレム睡眠中の機能(抗重力筋の

脱力)により実際の行動には現れていないと

考えられる。 

近年、睡眠中の脳機能として日中における

記憶学習の促進効果が多く報告されている 9)。

レム睡眠も同様に日中の学習との関連が報

告されている。記憶には言葉で定義できる陳

述記憶と定義できない非陳述記憶（手続き記

憶）があるが、手続き記憶がレム睡眠と関連

することが報告されている。手続き記憶は運

動技能獲得時に必要となる記憶系である。本

研究では日中に運動技能学習課題を行わせ

ることで、直後のレム睡眠中の脳内ではどの

ような活動が生じているかを検討する。 

仮説として、レム睡眠中の夢は日中起こり

うる行動のリハーサル期間であると考えら

れるため、日中の運動技能に関る脳部位がレ

ム睡眠中にも賦活するだろうと考えられる。

検討には、先行研究により示した急速眼球運

動に関る脳電位活動を用いる。睡眠前に運動

技能学習課題を行った後のレム睡眠では行

わなかった場合のレム睡眠に比べて、記憶過

程、運動感覚そして視覚感覚をそれぞれ反映

する脳電位振幅の有意な増大が見られると

考えられる。 

さらに、急速眼球運動に伴う脳活動と実際

の夢内容の直接的な対応はこれまで検討さ

れていない。そこで本研究では、寝ている被

験者に外部から音刺激を与えることで覚醒

させ、主観的体験である夢見体験と脳活動の

関連を検討することも目的とした。 

 

２．研究の目的 

1 晩に 3，4回、レム睡眠が出現する度に実

験参加者を覚醒させ夢見聴取を行い、夢見内

容データと夢見体験中のポリグラフデータ

(脳波・眼電図・筋電図)の取得を行う。 

日中の仮眠 2時間前に軽度の新規運動学習

課題(ジャグリング)を行い、仮眠中のレム睡

眠に与える影響を検討する。 

 

３．研究の方法 

夢をよく見ると自覚している健康な大学

生・大学院生(22 名)を対象にレム睡眠中の夢

見聴取実験を行った。本実験では、合計 80

夜｢20 名×4夜(順応夜 1、基準夜 1、実験(夢

見聴取)夜 2)｣の睡眠実験を行い、その中で 



120 エピソード(実験夜 2×20名×1晩に約

3回聴取)の夢見内容データとポリグラフデ

ータを取得した。得られた夢見内容データに

ついては、夢特性評定尺度を用いて夢の活動

性、奇異性、印象度、評価に関する評定の得

点化を行い、急速眼球運動と急速眼球運動に

伴う脳活動と比較した。 

続いて心身ともに健康な大学生（12 名）を

対象に新規運動学習課題であるジャグリン

グを 3分×5セット行い、その後の仮眠中の

レム睡眠（潜時、持続時間、急速眼球運動数）

へ及ぼす影響を検討した。 

 

４．研究成果 

レム睡眠中の急速眼球運動およびこれに

伴う脳電位はそれぞれ、夢の特性と特異的な

関連を示した。夢見体験がある場合は、ない

場合よりも急速眼球運動密度が高く、夢の印

象度と有意な正の相関関係を示した(表 1)。

急速眼球運動の開始とともに頭頂部優勢に

出現する脳電位（P200r）振幅は夢の活動性・

奇異性と有意な正の相関関係を示した(表 2)。

これらの結果より、レム睡眠中に急速眼球運

動が多いほど夢見体験が多く、内容もより印

象的になること、P200r の反映する脳の活性

化により夢の内容がより活動的で奇異的に

なることが示された。一方で、急速眼球運動

後に生じる視覚情報処理活動を反映するラ

ムダ様反応(P1, P2)は夢内容と有意な相関関

係は認められなかった(表 2)。 

 

 

 

  

 

2 時間の仮眠前に新規の運動学習課題（ジャ

グリング）を行った場合と、仮眠前に何も行

わなかった場合で、レム睡眠内容（潜時と持

続時間）に有意差は認められなかった。しか

し、レム睡眠中に生じる急速眼球運動につい

て検討したところ、急速眼球運動の増加率と

ジャグリングの向上率の間で有意な正の相

関関係が認められた。この結果より、新規な

運動学習課題であるジャグリングの記憶固

定に急速眼球運動に関連する神経機構が関

与する可能性が示唆された。 

 これらの結果より、レム睡眠中の急速眼球

運動が発生することでレム睡眠中の夢がよ

りありありと鮮明なものとなる可能性が示

唆された。またレム睡眠中の急速眼球運動は、

就床前の新規運動経験とも関連していた。こ

れらの結果より、レム睡眠中の急速眼球運動

はレム睡眠中の脳活動をより活発化する役

割を持つことが考えられる。 

 本研究では、急速眼球運動に伴う脳電位を

実際の夢内容と対応させることで、レム睡眠

中に特有の脳活動が、主観体験である夢見と

の関わりを持つことを実証した。また、これ

までほとんど検討が行われて来なかったレ

ム睡眠中の急速眼球運動の機能的意義につ

いても、日中の活動の影響を受けること、さ

らに急速眼球運動が生じることでレム睡眠

中の脳活動がより活性化することを示した。

夢見体験と脳活動の対応、急速眼球運動の機

能的意義について言及した点が、本研究のユ

ニークで独創的な点である。本研究で示され

た脳電位・急速眼球運動と夢の対応関係を元

 活動性 印象度 奇異性 評価 

レム密度 0.053 0.353** 0.097 0.039 

 活動性 印象度 奇異性 評価 

P200r 0.260* 0.186 0.273* 0.005 

P1r 0.207 0.030 0.094 0.112 

P2r 0.094 0.073 0.096 0.002 

** p <0.01.

表 1 夢特性評定尺度得点と急速眼球運動密度の相関係数 

表 2 夢特性評定尺度得点と脳電位の相関係数 

* p <0.05.



に、今後は、夢のストーリー性や情動性の生

起過程についても検討を行う。また急速眼球

運動に伴って生起する脳活動そのものの機

能的意義についてもさらなる検討を行う。 
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